
商品名：アルプスＮＢＦテープ                        作成日：2015 年 11 月 5 日 

 
安全データシート（ＳＤＳ） 

 
 
 
1. 製品名及び会社情報 
 

会社情報 会社名  アルプス株式会社 
  住所  東京都新宿区早稲田南町３３ 
  緊急連絡先 電話番号  ０３－３２０７－０００６ 
    ＦＡＸ番号 ０３－５２７２－００５１ 
 

製品名  アルプス NBF テープ 
 

 
2. 危険有害性の要約 GHS 分類 ：分類基準に該当しない。 

本製品は「成形品」であり SDS の作成が必要な「化学製品」に該当しない。 
   危険性  ：該当しない。 
   有害性  ：該当しない。 
   環境影響 ：該当しない。 

 
3. 組成及び成分情報  

単一製品・混合物の区分：混合物 
  成分         ：ＡＢＳ樹脂、その他。 
  主成分        ：ＡＢＳ樹脂 
  化学名        ：アクリロニトル・ブタジエン・スチレン共重合体 
  官報公示整理番号   ：６－１７６ 
       （化審法、安衛法） 
  ＣＡＳ Ｎｏ．    ：００９００３－５６－９ 

 
4. 応急措置 目に入った場合  ：直ちに流水で１５分以上洗眼し、速やかに眼科医の診断を受ける。 
  皮膚に付着した場合：水洗の励行。溶融状態の製品に皮膚が接触した場合は、速やかに水で冷やし、 
 火傷に対する処置を行う。 
  吸入した場合   ：空気の新鮮な場所に移動し、鼻をかみ、うがいをさせ、医師の手当てを受ける。 

 
5. 火災時の措置  
  消火方法     ：この樹脂は火災時、強い熱、濃い黒煙、二酸化炭素、一酸化炭素、窒素酸化物等 
 を含むガスを発生する。 
 消火作業をするときは、防火服と呼吸器具を着用する。 
  消火剤      ：注水、水噴射、各種消火器が使用できる。 

 
6. 漏出時の措置  回収したものの処分は専門の産業廃棄処理業者に委託する。 

 
7. 取り扱い及び保管上の注意 
  取り扱い     ：火気を近づけない。静電気災害を防止する対策をとる。 
  保管       ：直射日光を避け、冷暗所に保管のこと。 

 
8. 暴露防止及び保護措置  

管理濃度     ：設定されていない。 
  許容濃度     ：日本産業衛生学会とＡＣＧＩＨはともに、ＡＢＳ樹脂の粉塵に関する許容濃度を 
 定めていない。 
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9. 物理的及び化学的性質 
  外観       ：シート状固体 
  沸点       ：なし 
  蒸気圧      ：なし 
  揮発性      ：なし 
  比重       ：１．０７（２０℃） 
  溶解度      ：水に不溶。アセトン、ＭＥＫに溶ける。 

 
10. 安定性及び反応性 
  引火点      ：Ｎ／Ａ 
    注）Ｎ／Ａ：データ又は知見のないことを示す 
  発火点      ：Ｎ／Ａ 
  可燃性      ：あり 
  発火性      ：自然発火性；なし 
            水との反応性；なし 
  酸化性      ：一般的な貯蔵、取り扱いにおいてはない。 
  自己反応性・爆発性：常温においては自己反応性はないが、高温（２８０～４００℃）になると、樹脂 
 が分解ガスが生成するので、溶融樹脂は速やかに水で冷却すること。 
  粉塵爆発性    ：あり 
  安定性・反応性  ：一般的な貯蔵、取り扱いにおいては安定で、反応性はない。 

 
11. 有害性情報 
  皮膚腐食性    ：なし 
  刺激性      ：物理的な刺激がある。 
  感作性      ：なし 
  急性毒性     ：経口 ＬＤ５０（ラット）＞５ｇ／ｋｇ（推定値） 
  （５０％致死量を含む） 
  亜急性毒性    ：Ｎ／Ａ 
  慢性毒性     ：Ｎ／Ａ 
  がん原性     ：Ｎ／Ａ 
  変異原性     ：Ｎ／Ａ 
  生殖毒性     ：Ｎ／Ａ 
  その他（水と反応して有害ガスを発生する等を含む。） 

 
12. 環境影響情報  分解性      ：なし 
   蓄積性      ：Ｎ／Ａ 
   魚毒性      ：Ｎ／Ａ 
   その他      ：Ｎ／Ａ 

 
13. 廃棄上の注意 廃棄物の処理に関する法律、規則、条令等に則して処理を行う。 

 
14. 輸送上の注意 包装破損及び荷崩れ防止に注意する。 

 
15. 適用法令  特になし 

 
16. その他の情報  

この「製品安全データシート」は安全保証書ではありません。本製品を取り扱う場合は、この「製品安全データシ

ート」を参考として、使用者の責任において実態に応じた適切な処置を講じてください。 
「製品安全データシート」の内容は、法令の改正及び新しい知見に基づき改定されることがあります。 
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